阪大LバンドRF電子銃製作の現状
2010年12月8日

阪大産研　加藤龍好

1. ロウ材染み出し量の評価

ロウ付けサンプル（ロウ材料：123.89 mm3　接合部体積の160％）

接合部体積：77.399 mm3、余分のロウ材：46.491mm3
測定方法：切断面の拡大画像とスケールの拡大画像の比較
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A部：0.05mm、B部：0.005mm、B’部：0.005mm

染み出したロウ材量：46.704 mm3
余分のロウ材量と計測された染み出し量はほぼ一致
2. 周波数計測の準備

FNAL版LバンドRF電子銃との製作方法の違い：ロウ付け前に周波数調整

時期：1月中（2日間を予定）

場所：大和製作所の測定室を使用

空洞仮組み立て用冶具の製作（別紙）

周波数調整切削時の洗浄剤：エタノール（ロウ付け前はヘキサン）

入力結合器：
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